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TSS端末としてのマイコン利用増5)

T S S端末としてのマイコン利用法(5)

高速　PFD-TTY　プログラムー　PC-9801/E/F　用　一

森山　聡之X,　疋田　城XX

1.　プログラムの機能.

技術の進歩とは恐ろしいもので.ここ数年の間に「マイコン」という言葉が日本中に蔓延し,しっかり

根をおろした感がある.筆者らは昨年,ハンドヘルド・コンピュータの利用法を主として　FMOVE　に

よるファイル転送について本広報に拙文を掲載させていただいた[1].しかしながら.こうも早い時期に

マイコンで大型計算機のフル・スクリーン・エディットがほとんどそのまま利用できるようになるとは予想

がつかなかった.京都大学計算機センター広報に掲載された柴山氏による「パソコンによるフルスクリーン

TSS端末」 [2] (以下.京大版と略す)や九大センターニュースに掲載された入江氏らによる「PFD

-TTY (パソコンをフルスクリーン端末に・・・) 」 [3] (以下　九大版と略す)を拝見し　PC-9

8 0 1に入力したところ,次のような問題が発生することがわかった.

①　京大版は実行速度が遅く　1 2 00 bps　でも追い付けないことがある.これは一文字ずつ処理して

いるためと考えられる

②　九大版は文字列でまとめて処理するように改良されているがそれでも　96 00bps　になると追い

付けないことがある。とくに土曜の午後などのように利用者が少なく,センターからの送信速度が実質

的に速い場合は1200bps　でも追い付かなくなることが何度かあった.

そこで,筆者らは,これらの対策として,まず. PC-9801の内蔵する　RAM　を利用して　R

S-232C　の受信バッファを拡張することにした.

PC-9801　はテキスト画面用　RAM　を2枚分持っており,そのうちの一枚分を受信バッファ領

域として使用することにした　　P FD-TTY　では一皮に最大-画面分しか送ってこないのでこれで十

分なはずである.

ところが,これを試してみると,今度は何画面分か受信したあと　PC-9 8 0 1の動作が停止してし

ー　ばらくして　Lin e Bu f f e r Ove r fl ow　のエラーが発生する.

いろいろ調べて見ると. BAS I C　の文字列変数の「ちり集め」であることがわかった.この対策とし

て,文字列変数のワークエリアを大きくしてやると.ちり集めの起こる頻度は少なくなるが,逆に一旦ちり

集めにはいると延々とちり集めを行う.そこでまたリセットしてプログラムを立ち上げ直さなくてはならな

い.これは最近名古屋大学センターニュースに掲載された山田功夫　山本明彦氏による「パソコンによるフ
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解　　　　説

ルスクリーンTS S端末」 [4]でも解決されておらず受信に機械語を用いているにもかかわらず.一郎に

文字列を使っているためか,新型のPC-9801E/F　専用となっている. PC-9801E/F　は

ちり集めのために長時間停止することがないように改良されているためであろう.

しかしこれでは　PC-9 8 0 1では実用上支障があるので受信ル-チンはすべて機械語で記述するこ

とにより.さらに改良を加えたものが本プログラムである.一方,送信ルーチンは　BAS IC　で記述し,

基本的には九大版に準拠している.ただし,表1のように　Br eakキー.プログラム停止キーは　PC

-9801の　TERM　コマンドにあわせている。 PFキーは24キーまで使える様にし. ROLL

UP　と　ROLL DOWN　は　PFll/23, PF12/24キーに対応させている.一方, HE

LP　キーを押すと　HOMEキー　+ ' PA2'が送信され画面が再表示される.あとは,通常の　P

FD-TTY　と同じ手燭で操作できる.これらPFキーの部分は　BASIC　で記述しているので,各

自の好みにあわせて,適宜アレンジしてほしい.

2.　プログラムの入力.

BASIC　はそのまま入力すること.機械語は表3のとおりモニタでセグメント　1FO O　からEコ

マンドで打ち込む.そして　Bsaveコマンドで　′PFD3. MCH`に　SAVE　してから　BA

sIC　プログラムを実行する. (PFD-TTYの立ち上げはPFD TTYTYPE (2)で行う)

3.　使用感.

通信速度　9600bps　の状態で, TTY T4010　と入力して高速モードにしても安定して受

信できる.ただ現在のところ　9600bps　の　PACX　経由の回線は2回線しかないのでセンター

の混雑する時期は　busy　が出て接続できないことが多いのは残念である.ちなみに　4800bps

は4回線　　2400　と1200bps　はそれぞれ24回線あり　1200bps　でも高速モード

を用いるとかなり通信速度は速いので　PFD　で持たされる辛さほあまり感じないと思う.

4.　PFD　の改良点および　PFD-TTY　についての補足.

現在, EDIT　中に　SAVE　は　S　と省略できるようになった.また　EDIT　中に　RUN

FORT77　FI　と入力すれば　FORTRAN77　の標準形式のプログラムが実行できる.

また　PFD-TTY　のプログラムを使ってNlネットワークを介して京都大学計算機センターと接続

すると京大側の　PFD-TTY　が使用できる。さらにスーパーコンピュータ用の会話型ベクトライザも

TTY　手順化されており本プログラムでも使用できる.興味のある方は試みられたい.

5.　おわりに.

本プログラムを書くに当たって特に文献[5]の著者でもあるシステムソフトの藤田英時氏および田島書

和氏(現システムソフト福岡)には貴重なアドバイスを頂いた.ここに深くお礼を述べる次第である.
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表1.ファンクション・キーの割り当て

表2. BASICプログラム
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読解
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TSS端末としてのマイコン利用法(5)
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